
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３日(水) 役員会④まつり班 22 日(月) 幼稚園代休日 

５日(金) 絵本貸出日（ぱんだ） 25 日(木) 
バス遠足（きりん、らいおん） 

誕生会 

11 日(木) にじいろで遊ぼう 26 日(金) 
避難訓練 

幼稚園園児募集説明会 

19 日(金) 絵本貸出日（らいおん） 29 日(月) 会計監査① 

20 日(土) 園まつり 

にじいろ通信 
令和７年８月 29日 第５号 札幌市立認定こども園にじいろ 

にじいろホームページは             で検索してください。 認定こども園 にじいろ 

９月行事予定 

今年の夏は、暑さの中にも心地よい風を感じられる日もありましたね。今週から２学期が始まりました。

終わりの式の後、「また来月ね！」とぎゅっと抱き合ってお別れした友達との再会にはしゃいだり、遊びに誘

い合ったりする姿が見られ、微笑ましく感じます。 

夏休みの間、にじいろでは真栄高校のボランティア部の学生が保育を体験しに来ていました。子どもたち

は「何歳なの？お名前は？」「水に濡れて大丈夫？」と質問しながら関わりを喜ぶ姿が見られ、学生からは「子

どもたちがかわいかった」「たくさん話しかけてくれて嬉しかった」という声が聞かれました。コロナ禍では、

動画配信機能などを通した新しい形の触れ合いや交流ができるようになり、選択肢の広がりを感じていまし

たが、今回子どもたちと高校生の交流を通して、直接触れ合うこと、同じ空間で楽しさや嬉しさを共有する

ことのよさを改めて感じることができました。 

また、19日には乳児運動会を無事に終えました。今年は安心できる場所で、信頼している保育者や友達と

一緒に親子で運動会に参加してもらいたいとの思いから、時期を夏にずらして開催しました。安心した表情

で慣れ親しんだ遊びを楽しむ姿が見られ、アットホームな温かい運動会となりました。 

２学期もご家庭と一緒に子どもたちの成長を喜び合いながら、子どもたちの笑顔があふれる保育を目指し

ていきますので、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。     保育教育主任  石神 朋美  

★プレイデー（AM）★ 

＜9 月＞ 

らいおん組 １日(月)、 ２日(火) 

ぱんだ組  4 日(木)、 5 日(金) 

きりん組  ９日(火)、10日(水) 

＜お知らせ＞ 

・毎週金曜日は全クラス対象『絵本貸出日』となっています。 

・園まつりの詳細は、後日おたよりにてお知らせいたします。 

・らいおん組ときりん組のバス遠足の詳細は、後日お知らせ

いたします。 

 

令和８年度 新入園児を募集します(幼稚園部分) 
 

10 月 15 日(水) 願書配布開始 

10 月 31 日(金) 入園受付 

お知り合いに対象年齢のお子様がいらっしゃいましたら、ぜひお声掛けください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月のご意見・ご要望はありませんでした。何かございましたら、いつでもお声掛けください。 

 

にじいろでは、毎月職員間で「子どもへの適切な関わり」について話し合う機会を設けています。これま

で、人権擁護のためのセルフチェックリストをもとに保育を振り返ったり、食事中の援助や関わり方につい

て確認したりするなど、様々な内容について話し合ってきました。８月からは「性教育」について取り組ん

でいます。 

 

「自分も他者も大事にする気持ちを育てる」

ことをねらい、５歳児向けに健康教育の取組と、

各クラスで絵本の読み聞かせなどを通して年齢

に合わせた性教育の取組を予定しています。気

になることがありましたら、保育士までお声が

けください。 

 

皆さんは「性教育」にどのようなイメージをもっていま

すか？幼児期に性の知識を知らせるのは早いのでは？と

思われる方もいると思います。「性教育」は、性に関する

知識を伝えることだけではありません。自分はもちろん、

他人の命や存在も尊重できるよう、正しい知識や考え方

を身につけてもらうことです。そのために乳幼児期にで

きることは、「あなたはとても大事な存在だ」と伝えるこ

とです。子どもへの適切な関わりについて考えることが、

人権を守ること、「性教育」につながっていることを感じ

ながら、今後も丁寧な保育、関わりに努めていきます。 

今年も暑い日が続き、運動会後から水遊びを存分に楽しんでいます。その日の活動が水遊びだと分か

ると、子どもたちは大喜びで張り切って水遊びの準備をし、園庭からは楽しそうな声が響き渡っていま

す。 

タライからスコップやじょうろで水を汲んで流したり、歓声をあげながら水を思いきり浴びたり、思

い思いに遊んでいます。水や泥の感触が面白く、水溜まりを踏みしめたり、水路づくりで様々な硬さの

泥に触れたりしながら全身で感触を味わっています。 

また、色水や泡でいろんな色のジュースづくりや洗濯ごっこでは、自分なりに量を調整して新しい色

を生み出したり、どうしたら泡を上手につくることができるかを試行錯誤したりする中で様々な発見を

しながら遊んでいます。残りの夏も思う存分水遊びを楽しんでいきたいと思います。 

 

◎自分の命が尊い、かけがえのない存在だと感じる 

◎自分の体について知る 

◎自分は愛されている存在と感じ、自分も他者も 

大切にする気持ちを育む 


